
小特集INS一対応製品とその応用一

画像応答システム
Video ResponseSYStemS

∪.D.C.る21.397.る2:占21.395.7:る81.32.078

情報社会の進展に伴って多様な情報が増加しておr),受け手主導で即座に情報選

択できるようなシステムの要求が高まっている｡

このようなシステムの一つとして,日本電信電話株式会社は昭和48年からVRSの

開発を推進しており,日立製作所がハードウェア及びソフトウェアの開発を行なっ

てきた｡

VRSは,テレビジョン受像機とプッシュホンなどを端末とし,簡単な操作で,必

要な情報を即座に画イ象や音声による形で得られるシステムである｡

本システムは,昭和60年3月から,実用的効用の最終確認を目的に,INSの中で初

めて一般利用者の参加した形態で実験サービスを続けている｡本稿では,INS用VRS

のサービス特長,及びシステム概要について紹介する｡

m 緒 言

在来の情報メディアは,情報の受け手人数と到達時間から

整理すると,図ll〉に示すように,受け手人数が比較的少なく

到達時間が1日以内の領域に空白地帯が存在する｡この空白

地帯となる領i或を開拓するため,今までの片方向の情報メデ

ィアに会話形式を取り入れ,更に画像･音声を用いた会話形

の画像応答システムVRS2)(VideoResponseSystem)の開発

を行なっている｡

VRSは,ビデオテックス,CATV(CableTelevision),ビ

デオディスク,文字多重放送などと比較すると,表1に示す
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図l情報メディアの位置づけ 本国は,昭和53年度版通信白書に掲

載されたもので,VRSは国中の空白地帯に適用されるサービスである｡情報が

利用者端末に届く時間のほとんどが,画像センタに情報入力されるまでの時間

で,その後は即時提供が可能である｡
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ような豊富な機能をもっている｡

これらの機能により,VRSは多彩な分野でのサービスが可

能であるが,特に案内,検索,情報更新を重視する分野では,

その有用性を発揮するものと位置づけられている｡

本システムは,図2に示すように,一般のテレビジョン受

像機とプッシュホン又は簡単な専用キーパッドを使い,セン

タのコンピュータと会話しながら欲しい情報を検索できる｡

また,センタコンピュータを介して,外部コンピュータセン

タと会話することもできる｡センタと端末を4MHzの広帯域

表l ニューメディアの比重交 vRSの特徴は.自然画や自然音声での

情!扱提供.特にリクエスト形動画が可能なことにある｡
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外 部
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セ ン タ

注:略語説明

PBR(多周波信号受信装置)

図2 システム基本構成

VRSは画像情報を苔寺責,検索で

きる画像センタと,その情報を

伝送する広帯i或伝送路及び端末

から構成される｡
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伝送路で接続することによって,文字･図形だけでなく,写

真などの自然画,動画,音声情報を自由iこ組み合わせ,表情

豊かな情報をリクエストに応じて即座に提供できる｡

このシステムは,昭和48年から日本電信電話株式会社の所

内実験システムとしで),4次にわたる改良を重ね,VRS基本

システムの開発及び効用の確認を行なってきた｡その成果を

もとに,昭和60年3月からINS(高度情報通信システム)の中で

情報提供業者約220社,企業及び一般家庭に約300端末を設置

し,一般利用者を含めたVRSの最終的効用の確認を行なう実

験サービスを開始し,現在順調に稼動している｡日立製作所

は,画像センタのハードウェア及びソフトウェアの開発を担

当し,所内実験システムからINS用実験システムにかけてのシ

ステム開発に取り組.んできた｡

本稿では,VRSのシステム概要,特長及び1NSへの接続構

成と主な導入装置の内容について述べる｡

8 VRSサービス概要

VRSで実施するサービスの種類を以下に述べる｡

(1)リクエスト動画サービス

利用者はセンタを呼び出し,静止画,音声のガイダンスに

より目的の番組を選択する｡番組選択が完了すると,自動的

に目的動画番組が放映される｡

(2)定時同報動画サービス

商業放送番組と同様に,あらかじめ定められたスケジュー

ルに従って動画を放映する｡商業放送やCATVと同じように,

V斤S ONロ

OFFロ

国団国団豊

国国園園護

国国団団喜

国国囲国望

専用キーパッド
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同時に多数の利用者が同一動画番組のサービスを受けること

ができる｡

(3)複合静止画サービス

図3に示すように,ゴルフのレッスンのような番組は,静

止画でゴルフのルール･プレー方法を示したあと,実際にゴ

ルフスイングの動画を短時間流すと,非常に大きな訓練効果

表示画面

ゴルフ教室

ノレ
” ル･

プレー方法

ス

シイ
動lン

画ング

ル
ー

ル･

プレー方法

静止画によるゴルフのルール･プレー方法の説明

約30秒ぐらいの動画によるスイングシーンを

挿入できる｡

静止画に帰って軋ニゴルフのルール･フロレー

方法の説明

図3 複合静止画サービスのサービス例(ゴルフレッスン番組)

静止画サービスと短時間動画シーンとを組み合わせたもので,表現豊かなサー

ビスが効果的にできる｡

センタに対する要求内容 専用キーパッドのボタン操作 動 作 例

画面を次に進める｡

又は入力の終了表示 画 次の画面に進む｡

押し間違えた入力の取消し 画消去 入力データを取り消す∩

もう一度説明を聞きたい｡

画面が見にくい｡ 画再送 V耶◆VRS

前の画面に戻りたい｡ 画後退
′一‾■■■■､

∈∃良〔表南盛

後退のあと,再びもとの

画面に戻りたい｡ 画復帰 白､..ご.≡‥…‾芸∋薗
別の番組に移りたい｡ 歯画画 項目選択に戻る｡.

図4 専用キーパッドの操作

機能7) 端末からの要求は,画面

に表示された内容に従って数字(0～

9)と記号(*,♯)の組合せで行なう

が,専用キーとLて後退,復帰,再

送,消去の各ボタンが準備されてい

る｡また本機能は,プッシュホンの

キーの組合せでも操作可能である｡



が得られる｡このように,静止画サービスの問に短時間の動

画を挿入するサービスを提供する｡

(4)静止画サービス

(a)静止画と音声により,センタのコンピュータと会話し

ながら検索や学習などを行なうサービス｡

(b)画像センタを介して,端末間相互で会話形式により,

画像情報を交換し合うサービス(例えば,囲碁など)｡

(c)外部コンピュータと接続し,各種の情報処理を行なっ

た結果を画像で表示するサービス(例えば,外部コンピュー

タと接続したホームショッピング情報など)｡

8 VRSの特長

VRSは以下に述べるような数々の特長をもっている｡

(1)端末操作が極めて簡単

画面に表示された操作指示に従い,キーパッドのボタン(操

作機能を図4に示す｡)を押せば,ガイドブックなしで必要な

情報の検索ができる｡

(2)欲しい情報を欲しい時に即座に提供

コンピュータと会話しながら,必要な情報を即座に選択す

ることが可能である(平均応答時間:3秒以下)｡

(3)人間の感覚に合った自然な画像･音声情報を提供

コンピュータシステムと異なり文字･図形,合成音声だけ

でなく,日常親しんでいる音声付きカラー映像,動画などを

豊富な表現でテレビジョン画面に表示することができる｡

(4)入力対象は写真から立体的な物まで広範囲

情報入力装置のテレビジョンカメラにより立体的で複雑な

図形,写真や絵画なども手軽に入力でき,美しい画像情報の

蓄積が可能である｡

【】VRSの構成

4.1 システム仕様

VRSのシステム仕様を表2に,INSでのVRSの綱構成を図

5に示す｡

4.2 センタハード構成

センタ構成を図6に,内観を図7に示す｡

(1)制御装置

外部コンピュータセンタとの接続,端末との会話,センタ

機器の運転管理を中心とするシステム制御を行なう主制御装

置,ディジタル情報ファイル系を制御するディジタルファイ

画像応答システム 779

表2 システム基本仕様 画像センタの交換方式は,センタから端末へ

の画像と音声用4線.及び端末からセンタへの多周波信号用2線の6線式同時交

換である｡なお,クロスバ交換機は昭和48年開発当初,VRS用とLて画像帯域

用に改良した交換機であるn

項 目 基 本 仕 様

l

横

成

網 構 成 図5に示す｡(lNS用VRS)

収 容 端 末 数 300

画像センタ構成 図6に示す｡

画像センタ交換方式 6練武クロスバ交換方式

伝 送 方 式

(りINS用広帯j或交換網

光ファイパケーブル画像･音声同時伝送方式

(図5参照) (2)VRS用広帯1或伝送網

VRS専用平衡対ケーブル画像･音声同時伝送方式

桶 末

(りINS用

広帯土或映像端末

(2)VRS専用

テレビジョン受像機

VRS専用キーパッド又はプッシュホン

(図4にVRS専用キーパッドの壬乗作機能を示す｡)

画像信号方式
NTSC(Nationa!TelevisionSystemCommittee)

標準テレビジョン信号方式

2.

性

能

j妾 続 品 質 公衆電話交換網に準ずる｡

画 像 品 質 3.5以上(5段階評価法)

音 声 品 質 テレビジョン放送音声に準ずる｡

平均応答時間 3秒以下

同時接続回線数

(りリクエスト動画サービス:21回線

(2)定時同報動画サービス:14回線

(3)静止画サービス:17回線

(複合静止画サービスは静止画サービス回線により

サービスされる｡)

3.

機

能

画像 一 書声情報

川自然画:カラー写真など

(2)文字画:約4,300種(+lS第l水準相当)

(3)図形画:イラスト図形,幾何学図形等任意図形(60色)

j是 示 機 能

(l)静止画に対する画面別説明書声の付加青魚能

(2)静止画と動画の複合提示機能

(3)スーパインポーズなどによる画面合成機能

(4)アニメーション享是示機能

ル制御装置,その他情報ファイル及び回線入出力系を制御す

る入出力制御装置Ⅰ･ⅠⅠの4台のミニコンピュータで構成さ

れている｡制御装置は端末のキーパッドからの入力信号を解

析し,要求に応じて,画像ファイルあるいは音声ファイルか

ら必要な情報を検索し,該当する端末へ提示するまでの一連

の制御を行なう｡

lNS用広帯域交換網

イア7光

都心地域

外部 VRS

コンピュータ
センタ

ロロロ

ロロロ

DEMOS-E
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専用線
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NTT

終

端

装
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広
山
南
域
集
線
肌
望
父
換
棉
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VRS専用
広帯域伝送網
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広
世
間
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分
配
段
交
換
機

イワノフ光

三鷹地域

＼＼＼＼＼＼＼＼

/川=＼

＼＼＼＼＼

口

注:略語説明

INS(高度情報通信システム)

図5 1NSにおけるVRS

の網構成 vRS画像センタ

とINS三鷹地i或端末はINS用広

帯‡或交換網で,都心地J或既存

端末はVRS専用広帯士或伝送網

で接泰売されている｡
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注:図形など説明

情報ファイル

文字図形用ディジタル

画像ファイル装置

ディジタル画像

ファイル装置

ディジタル音声

ファイル装置

定時同報動画

ファイル装置

追記形光ビデオ

ディスクファイル装置

再生専用光ビデオ

ディスクファイル装置

ランダムアクセス

動画ファイル装置

監視制御装置

多周封書号受信装置

デ
ィ
ジ
タ
ル
フ
レ
ー
ム

メ

モ

リ

装

置

情報入力装置

映
像
切
操
業
置

音
声
切
換
装
置

交

換

装

*

⊂=](既存装置),⊂::コ(新設装置),[二ニコ(増設装置)

*(lNSシステム接続時)

広
仙
南
域
伝
送
路

･D･

匡】6 画像センタ構成 INSへのサービスに当たり,図中新設装置及び既

存装置の増設を実施した｡

(2)情報ファイル装置

静止画･動画を蓄えておく画像ファイル装置と音声ファイ

ル装置があり,その主な性能を表3に示す｡

(3)ディジタルフレームメモリ装置

静止画サービスで,1画面分の静止画を記録･再生する装

置で,回線対応に設置される｡静止画ファイル装置から読み

出された画像をいったん記録し,繰り返し読み出し,端末へ

連続画像として出力する｡これにより,静止画情報ファイル

議轟

一○′予､..､...J

繁

図7 日本電信電話株式会社毒艮座電話局設置VRSセンタ VRS開

発当初から本センタに設置されており,四次にわたるシステム拡充を経て現在

に至っている｡

を多数の端末で同時に共同便用することが可能となり,低価

格のシステムが構成できる｡

4.き システムプログラム

システムプログラムは,図8に示すように,システム制御

プログラム,オンラインシステムプログラム,サービスプロ

グラム及びオフラインシステムプログラムから構成されて

いる｡

システム制御プログラムは,ハードウェア資源,ソフトウ

ェア資源の管理及び他業務プログラムヘ入出力制御手法の提

供を行なう中核プログラムである｡

オンラインシステムプログラムは,主として端末との会話,

センタ機器の制御をつかさどり,端末からの入力内容とサー

ビスプログラムを参照して,各種の情報ファイル装置及びそ

の他のセンタ機器の駆動制御を行なう｡

サービスプログラムは,サービス内容を記述したもので,

サービス時に会話制御プログラム及び動画制御プログラムの

もとで動作するもので,このシステム専用のVRS言語で記述

される｡

オフラインプログラムは,このシステム用に開発したコン

パイラ言語である｢VRS言語+で記述されたサービスプログ

ラム,及び文字図形用ディジタル画像ファイル装置用データの

コンパイルや種々のシステムジャーナルの編集などを行なう｡

表3 情報ファイル装置の主な性能 INS用に拡充した情報ファイルは,静止画用として追記形光ビデオディスクファイル装置を,動画用として再生専用

光ビデオディスクファイル装置をそれぞれ新設し.ランダムアクセス動画ファイル装置を増設した｡

区分 装 置 名 ファイル内容 容 量 な ど 平均アクセス時間 摘 要

静

止

画

っ畠記形光ビデオ
ディスクファイル装置

カラー自然画 約40′000画面 0.5秒 サービス中登毒曇更新可能

ディジタル画像

ファイル装置
カラー自然画 約4′000画面 0.2秒 サービス中登録更新可能

文字図形用ディジタル

画像ファイル装置

文字,クうフ及び

イラスト図形
約柑0′000画面 0.1秒

文字種4.300種.カラー60色

サービス中登毒責更新可能

動

画

再生専用光ビデオ

ディスクファイル装置
複合静止画用動画 約l.ODOシーン(30秒/シーン) 3秒 再生専用形

ランダムアクセス

動画ファイル装置
リクエスト動画 約400番組 Il秒

∪マチック

VTR使用

定 時 同 報 動 画
定時同報動画

6D分動画4種類 ∪マテック

フ ァ イ ル 装 置 4種類の繰返L放映可 VTRイ重用

コ±=
E∃

声

ディジタル音声

ファイル装置

画面別音声

(自然音を含む｡)
約4′DOO膏声(川砂音声) 0.2秒 サービス中登会費更新可能
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プログラムの階層的構造を示す｡

日INS用の拡充機能

INSに導入するためには,情報提供業者220社の情報を短期

間に大量に登録･更新する必要があった｡

そのために,

(1)多量の情報を簡便に登録･更新できること｡

(2)静止画ファイルの情報容量の大幅増強

などが必要となり,表4に示す機能拡充を行なった｡以下,

今回新設した主要装置について述べる｡

画像応答システム 781

5.1情報入力装置

情報入力装置の構成を図9に,その外観を図10に示す｡本

装置は,自然画入力機能と音声入力機能をもっている｡

(1)自然画入力機能

自然画情報入力は,従来図9(a)に示すように,あらかじめ

編集した写真などの情報をセンタに持ち込み,情報ファイル

に入力していた｡今回,同図(b)に示すように,スタジオなど

で個別に記録･編集した1inVTRテープをセンタに持ち込み,

連続入力する｡本機能の導入により,従来20枚/時間程度の登■

鐘･更新能力であったものが,200枚/時間と10倍に能力向上

することができた｡

(2)音声入力機能

音声情報入力は,図9(C)に示すように,スタジオなどでオ

ープンリールテープにいったん録音･編集し,これに音声の

区間を制御する信号を付加し,再びカセットテープにダビン

グする｡このカセットをセンタに持ち込み,情報ファイルに

連続入力する｡

表4 】NS用の拡充機能 拡充機能と実現するための導入装置を示す｡

2.の従来装置のファイル容量は,自然画像と文字･図形及び苦声ファイルが共

用している磁気ディスク三娃置.複合静止画用とリクエスト動画用が共用してい

るVTRのカセットテープの割当てにより.容量を増三成することが可能である｡

一万.1NS用は専用ファイル装置としている｡

拡 充 機 能 従 来 lNS用 区分

i
静止画用自然画像 約20枚/時間 約200枚/時間

新設
情 報 入 力 (カメラ) (=∩∨TR.カメラ)

2.

静 止 画 用
約5′000画面

(500Mバイト)

ディジタル画像ファイ

ル装置

約40.000画面

新設自然画像のファイル 追記形光ビデオデイス

容 盟 クファイル装置

複 合 静止画 用

約200シーン 約l.000シーン

新設
(20カセット) (30秒/シーン)

動画のファイル容量 ランダムアクセス動画 再生専用光ビデオデイ

ファイル装置 スクファイル装置

リクエスト動画用

約100番組 約400番組

増設
(lDOカセット) (400カセット)

動画のファイル容量 ランダムアクセス動画 ランダムアクセス動画

ファイル装置 ファイル装置

種 別 情 報 入 力 方 法

(a)自然画

写真などカラー

編集 登寺景

個別′､一l符号化装置蔑
原画をカメラで 写真など ⊥-ユ

又は

個別に直接入力 カラー原画 ビデオカメラ

する二. pN,LN
ビデオディスク

l
コマンド指示■ (追記形)

(b)自然画

写真などカラー

原画をVTRに編

集L,VTRから

連続入力する._

】

･ 連続l符号化装置
/､､ 磁気

君雪空羞画志メラ1トnラヂオ榊コマンド指示ドN,LNげ…≡蓋)
(c)書声

音声などをテ【プ

一 0 l連続 l符号化装置蔑
レコーダに編集し, 原稿 マイクロホンオープン 制御信号 カセットテープ

テープレコーダか

ら連続入力する=.

リール 付加 レコーダ

三三三ダ (3`8mr) コマンド指示.PN,+N

注二略語説明 PN,+N(入力情報の検索番号)

図9 情報入力装置の構

成 情報入力装置は自然静

止画のカメラ入力及びVTR入

力とテープレコーダによる音

声入力が可能である｡
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図10 情報入力装置の外観 装置中央に照明付き撮像台とテレビジョン,

カメラにより写真などの自然画がワンタッチで能率的に簡単に入力できる｡ほ

かに連続入力用VTR(左側)及び書声入力用テープレコーダ(右側中央)で構成され

ている｡

入力情報は,符号化装置でディジタル化高能率符号化(5ビ

ットADPCM:Adaptive Differential Pulse Code

Modulation)したのち,ディジタル音声ファイル装置に記録さ

れる｡

5.2 光ビデオディスク

光ディスクファイルの技術の進歩により,小形･大容量の

ビデオディスクの性能が向上し,

(1)高信頼性(装置寿命:5,000時間以上,ヘッドアクセス寿

命:100万回以上)

(2)コンピュータ制御インタフェース実装(RS-232C)と,VRS

センタファイルとして利用可能な製品が出現した｡

今回,静止画ファイル用として表5に示す性能の追記形光

ビデオディスクを採用した｡本装置は情報の消去が不可能な

ため,ディスクの追加エリアが満杯になったときの他ディス

クへの情報の編集･転記のためと,障害時のバックアップ用

にコンピュータ用集団ディスクを使用したディジタル画像フ

ァイル装置を併設した｡

複合静止画サービス用短時間動画ファイルとしては,従来

産業用VTRを改造して使用していたが,

(1)検索時間が長い(平均1分)｡

(2)画像品質が劣化する(テープ使用可能回数200-1,000回)｡

など問題があった｡今回,表6に示す性能の再生専用ビデオ

表5 追記形光ビデオディスク装置の性能 追記形光ビデオディス

ク装置は追記形のため,更新画面を入力する場合は新Lい別の場所に記実録する｡

項 目 性 能 な ど

記 音量 再 生 光;原 半導体レーザ

入 出 力 画像信号 NTSC標準ビデオ信号

記 釜畢 容 量 15′00D画面/ディスク(200mm直径)

画 像 S N 上ヒ 45dB以上

水 平 解 像 度 300本以上

検 索 時 間 平均0.5秒

制御インタフェース RS-232C準拠=,200ボー)

外形 寸 法,重 量 幅529×奥行466×高さ196(mm),Z6kg

30

図Il再生専用光ビデオディスク 再生専用光ビデオディスクは再生

時間30分である｡VRSはl台当たり30秒/シーンを,60シーン検索できる｡

表6 再生専用形光ビデオデイクス装置の性能 再生専用形光ビデ

オディスク装置は30分再生で5万4.DOO画面あり,そのどの画面位置からでも再

生区間を指定するだけで最大3秒以内で検索し,動画再生を開始する｡

項 目 性 能 な ど

再 生 光 源 半導体レーザ

出 力 画 像 イ言 号 NTSC標準ビデオ信号

連 続 再 生 時 間 30分/ディスク･片面(標準ディスク)

画 像 S N 比 45dB以上

水 平 解 像 度 300本以上

検 索 時 間 最大3秒以下(動画シーンサーチ時間)

制御インタフェース RS-232C準拠(l′200ポー)

外形 寸 法, 重 量 幅435×奥行425×高さIほ(mm),llkg

ディスクを採用し(外観を図‖に示す｡)検索時間3秒以下,寿

命100万回以上,1枚のディスクで60シーン(30秒/シーン)を

収録することができるファイルを構成できた｡

田 結 言

VRSは,画像と音声により｢欲しい情報を,欲しい時に+

利用できる会話形の画像応答システムで,受け手主導で情報

の選択が可能なニューメディアである｡本稿では,このシス

テムのサービス概要,特長,構成及び1NS用の拡充機能につい

て述/ヾた｡

日本電信電話殊式会社は昭和48年からVRSの開発を推進

し,4次にわたる改良を重ね,現在東京･三鷹INSモデルシス

テムで実験サービスを続けている｡日立製作所は開発当初か

ら,このシステムのハードウェア及びソフトウェアの開発に

取り組んできた｡

本システムは,今後急速に普及するニューメディアの一つ

として期待されており,INSモデルシステムでの大規模な実験

サービスを通じて,本格サービスを想定した運用方法,適応

分野の効用の確認が可能となった｡
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